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プログラムの概要

 ＡＵＳ，ＮＺの大学生24名に対する4週間集中日本語・
日本文化学習プログラム

 2013年1月～2月の4週間

– 午前：3レベル別日本語授業

担当：日本語教員

– 午後：フィールドワーク（近隣探索、防災館訪問等）

担当：宮城

– 火曜午後：eP作成授業

担当：宮城・島崎

– 週末：オプショナル活動（鎌倉、ＴＤＬなど）

※本発表におけるeポートフォリオ：Maharaのページを指す 2



ePに期待されたこと

①教室外（異文化交流）活動と授業活動の連携

②継続的学習の方法、習慣づけ、動機づけ

③日本語レベルに限られない学習コミュニティの創出

④派遣元（海外）大学（教員）との連携

⑤国境を超える“Language Passport” 機能
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超短期交換留学生によるePの利用概念図
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12年度の課題と13年度の対応策（1/4)

課題１：午前の授業担当者と，午後の授業担当者との連
携が不十分

対応策１：

– Mahara上に，「SSW2013ALL」という全体向けのグ
ループと「SSW2013教員ALL」という教員用のグ
ループを作成．

– グループ内のフォーラムを用いることで，関係者で
書き込み・情報を共有できる連絡網的な役割を設
けた
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12年度の課題と13年度の対応策（2/4)

課題２：海外の大学生・教員だからと言って、必ずしも
ポートフォリオに習熟しているわけではない。

対応策２：

– 担当教員および留学生向けのマニュアル（日本
語・英語）を作成し，プログラムが始まる前に
Mahara上で配布を行った。

– eP授業の最初に作成の意義を説明し、簡単な作
業から順に実施した。
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12年度の課題と13年度の対応策（3/4)

課題３：授業外での積極的、自発的利用を促すことの難
しさ

対応策３）：ePの授業で，ePの良さ・使うメリットとして以下
の３点を強調。

– 自分が学んできたことを記録に残すことができる

– 後で，学んだことを振り返ることができる

– 他人に，自分の勉強してきたことを公開できる
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12年度の課題と13年度の対応策（4/4)

課題４：ePにみられる学習の結果を評価に反映できな
かった。

対応策４:
– 今回は評価の対象外に

※eＰの成果物の評価＝学生の評価ではないため，
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１３年度の成果（1/2）

 1回目の授業で、Mahara利用の意義と使い方の基礎

をわかりやすく説明できた。そのために、その後の混
乱が起きにくかった。

 昨年より，多くの教員（派遣元の教員含む）が、積極
的にMaharaを活用していた。このことが，学生の動
機づけへつながったと考えられる

 全員がPCを持参し、寮からも書き込みが可能になっ
たため利用頻度が大幅に増加し、使用が習慣化した。

 使用の増加に伴い、eポートフォリオ作成の意義が
徐々に浸透した。
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１３年度の成果（2/2）

 ガイダンスでeポートフォリオの良さを伝えたことで，
学生たちは授業外でもMaharaを使ったページを活用
した（最初の週は，24名で100ページ以上の更新が見
られた）．

 各人がMaharaを積極的に活用する「コミュニティ」を

形成することが大事であることがわかり，今回はコ
ミュニティの形成が自然にうまくいったと考えられる．
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学生が作成したページの例①（吉祥寺オリエンテーリング）
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学生が作成したページの例②（鎌倉散策）
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学生が作成したページの例③（日本でのベストワーク）
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残された課題（1/4）

 eP授業の最後に，「日本でのベストワーク」を作成さ
せたが，アセスメントは行わなかった

理由：

（ページの熱心な作成＝優秀ということにはならない）

↓
学生のページを評価するための評価基準（ルーブリック）
を教員間で議論しながら作成する必要が感じられた。

14



残された課題（2/4）

 授業担当者と教室外担当者との連携は教員専用
グループの作成・マニュアルの提供だけでは不十分

↓
教員間のオリエンテーションを通して，Maharaを活用
することで学生の学習を促進させることができるか？
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残された課題（3/4）

 Mahara上で，作成したページを発表させる機会を設
けられなかった（ページ作成に時間がとられた）

↓
eP作成の時間を設けるのではなく，各活動・授業に

ePを用いる時間を埋め込みたい
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残された課題（4/4）

 参加留学生に渡日前に使い方などを連絡したが、事
前に記入を行った者は少なかった。（昨年の方が多
かった。）

 参加教員に事前に使い方などを連絡したが、事前の
関心は薄かった。プログラム後半になって、問い合わ
せをしてくる教員もいた。

 自律的、自主的学習を身につけさせるためには、導
入においては，半ば強制的に作成させざるをえない
のか？

 プログラム後の継続利用について、関心を持つ学生
がいたが、積極的に活用されている形跡はない。
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超短期プログラムでのeP活用モデル
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午前中：
授業中にePの作成
（eP活動を埋め込む）

午後，週末：
プログラム活動

ePの時間（週１）
eP作成・ディスカッション

※チューターの配置
・Mahara操作の質問
・日本語のチェック

Maharaを使って

日本語・日本文化について
のページ作成

作成したページを用いて
グループディスカッション

渡航前
• アカウントの配布
• マニュアルの配布
• プロファイルの作成
• ePの意味づけ説明
• ゴール設定
• コミュニティの構築

プログラム修了
• ベストワークの作成
• 振り返り
• 新たなゴール設定

• ルーブリックによる
アセスメント

午前・午後の活動を
関連した内容にする

教員の
横断的
な支援



今後の予定

 作成したモデルを基に，14年度の実践を行う

 授業の枠を超えた，教員間の連携によるMaharaの
活用方法およびオリエンテーション方法の検討

 学生のページ（eポートフォリオ）をアセスメントするた
めのルーブリック作成
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ご清聴ありがとうございました
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